
 

 

 

 

 

毎日寒い日が続きます。春が待ち遠しい季節となりました。もうすぐ、卒業・進級の時期です。保護
者の皆様には、今年１年間で大きくなったわが子をみて子どもの成長をしっかりと感じていられるので
はないでしょうか。何一つとどまっているものはありません。大地も少しずつ暖まり、春の準備をして
います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親業訓練法」とは、アメリカのトマス・ゴードン博士が創案したものです。簡単に言えば、「子育て」
のことですが、親業では、「親としての役割を効果的に果たすための訓練」と考えます。 

つまり、「親業」を果たすということは、「一人の人間を生み、養い、社会的に一人前になるまで育
てる」ということになります。（「親業」トマス・ゴードン 著 から抜粋 ） 

講座は、講師の内田智代先生（親業シニアインストラクター）の会場を和ませるお話から始まりま
した。ワークショップ（参加型学習会）を行い、参加した方々の和気あいあいとした雰囲気が会場を
包みました。参加された保護者の方々の感想です。 
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令和元年度親業訓練入門 1 1 月 1 3 日 ・ 2 0 日 ・ 成 東 健 康 保 健 セ ン タ ー 

成東中学区合同教育講演会 

救急法実技講習会 

 

成東中学区の園・小・中
学校合同で講演会が行われ
ました。講師は、管理栄養
士の酒井淳子先生で、子ど
もたちのために日々奮闘さ
れている先生のエネルギッ
シュな姿に勇気をいただい
た講演でした。     
（成東中学校 11 月 7 日） 

「早くしなさい！」「何度言ったらわかるの！」・・・・・。 
私たちは一日に何回口に出しているでしょう・・・・。 
私の大切な子ども・・・愛しているはずなのに、どうして
いつも怒ってしまうんだろう？どうしてイライラしてしま
うんだろう？・・・私って悪い親なの？ 
うちの子って悪い子なの？・・・誰もが抱える子育ての不
安・・・。 
「子どもの話を聞きましょう」「思いやりのある子に育てま
しょう」と本には書いてあるけれど、具体的にはどうした
らいいの・・・？ 

 

どうしたら

いいのかし

ら？ 

こんな悩みはあ

りませんか？ 

・子育てで悩んでいたことへの具体
的な対策を教えていただいた。・今、
悩んでいたことのほとんどを解決で
きるような気がしする。・親子間の
やりとりを、詳しく知ることができ
た。子育てに悩んでいても仲間と気
持ちを分かち合うことができた。感
謝の気持ちでいっぱい。 
 

 

家庭教育学級から 
平成２年度の「親
業講座」は山武地
区・成東地区・松尾、
蓮沼地区の３か所
で行われます。日程
が決まりましたら
広報などでお知ら
せします。ぜひご参
加ください。 

 

日本赤十字社千葉県
支部から石川安子先生
を講師に招いて救急法
を学びました。蘇生法で
は心臓マッサージと人
口呼吸を真剣に行いま
した。AED の使い方も
知り、有意義な講習会と
なりました。 
（山武北小学校 1 月 16 日） 

※３学期も、各園・学校で様々な家庭教育学級が行われました。「オリパ
ラ集会」「スマホ・携帯安全教室」「いちご大福作り」「コサージュ作り」
「ヨガ教室」「ヒップホップ」などです 
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我
が
家
の
子
育
て 

 

 

山
武
市
立
成
東
東
中
学
校
教
頭 

 

足
立 

康
幸 

 
 我

が
家
は
、
私
と
妻
、
長
男
、
長
女
の
四
人
家
族
だ
。「
我
が
家
の
子
育
て
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
原
稿
を
お
引
き
受
け
し
た
も
の
の
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
か
な

り
自
分
に
と
っ
て
は
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
に
愕
然
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

子
育
て
の
ほ
と
ん
ど
は
妻
に
任
せ
き
り
で
、
子
ど
も
た
ち
が
起
き
る
前
に
出
勤
し
、

就
寝
後
に
帰
宅
す
る
毎
日
。
休
日
も
部
活
動
指
導
な
ど
で
家
に
い
な
い
こ
と
が
、
あ

た
り
前
の
日
々
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
か
ろ
う
じ
て
、
家
族
と
向
き
合
え
た
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
。
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
の
三
年
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ミ
シ
ガ
ン
州
の
デ
ト
ロ
イ
ト
補
習
授
業
校
に
家
族
と
と
も
に
、
在
外
教
育
施
設
派

遣
教
員
と
し
て
赴
任
し
た
日
々
で
あ
る
。 

志
願
し
て
赴
任
し
た
も
の
の
、
初
め
て
の
海
外
生
活
、
海
外
勤
務
は
予
想
を
は
る

か
に
超
え
て
大
変
な
日
々
で
あ
っ
た
。
私
自
身
も
日
本
の
中
学
校
と
は
全
く
違
う
業

務
内
容
を
任
さ
れ
、
右
往
左
往
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
家
族
も
同
様
で
、

特
に
長
男
に
は
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

赴
任
当
初
、
長
男
は
六
歳
で
小
学
校
一
年
生
に
入
学
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
長
女
は

ま
だ
二
歳
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
全
日
制
の
日
本
人
学
校
が
少
な
い
た
め
、
長
男
は
、

平
日
は
ア
メ
リ
カ
人
が
通
う
地
域
の
現
地
校
に
通
い
、
土
曜
日
は
私
の
勤
務
す
る
日

本
人
の
た
め
の
補
習
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
平
日
週
五
日
は
現
地
校
に
通
い
、
土
曜
日
は
補
習
校
に
通
う
と
い
う
生

活
は
、
低
学
年
の
長
男
に
は
過
酷
だ
っ
た
。
現
地
校
の
宿
題
に
加
え
、
一
週
間
分
出

さ
れ
る
補
習
校
の
宿
題
を
終
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
当
時
の
長
男
に
は

と
て
も
こ
な
せ
る
量
で
は
な
く
、
日
本
語
の
勉
強
を
最
低
限
さ
せ
る
だ
け
で
精
一
杯

だ
っ
た
。
英
語
環
境
の
中
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、
も
っ
と
英
語
を
覚
え
る
も
の
と

期
待
し
て
い
た
が
、
長
男
は
英
語
環
境
に
馴
染
め
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
英
語
を
覚
え
な

か
っ
た
。
宿
題
の
量
が
多
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て
勉
強
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
国
語

だ
け
で
な
く
、
算
数
の
基
礎
す
ら
も
身
に
つ
か
ず
、
帰
国
後
は
勉
強
に
つ
い
て
い
く

の
に
随
分
苦
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

長
男
と
は
対
照
的
に
、
就
学
前
だ
っ
た
長
女
は
三
歳
か
ら
現
地
の
日
本
語
の
幼
稚

園
に
通
い
、
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
ア
メ
リ
カ
生
活
を
過
ご
し
た
。

た
だ
、
味
覚
が
す
っ
か
り
ア
メ
リ
カ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
で
も
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
、
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
い
っ
た
食
べ
物
が
大
好
き
で
、
幼
少

期
を
海
外
で
過
ご
す
と
、
食
育
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
帰
国
し
て
か
ら
気
が
つ
い

た
。 帰

国
後
し
ば
ら
く
の
間
、
長
男
か
ら
は
学
校
生
活
で
苦
労
し
た
こ
と
を
恨
ま
れ
た

が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
つ
ら
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
、
楽
し
い
記
憶
が
残
る
よ

う
で
、
今
で
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
み
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を
ふ
り
返
る
と
、
確
か
に
大
変
な
こ
と
は
多
か
っ
た
が
、
そ

の
お
か
げ
で
家
族
の
絆
も
深
ま
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
子
ど
も
が
幼
か
っ
た
時

期
に
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
保
て
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
時
期
で
あ
っ
た

し
、
我
が
家
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
時
期
と
も
い
え
る
。
家
族
で
近
く
の
自
然
公
園

の
湖
で
釣
り
を
し
た
り
、
長
男
と
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
観
戦
し
、
地
元
の
デ
ト
ロ
イ
ト

タ
イ
ガ
ー
ス
を
応
援
し
た
り
し
た
思
い
出
は
私
に
と

っ
て
今
で
も
宝
物
で
あ
る
。 

我
が
家
の
子
育
て
は
、
も
う
し
ば
ら
く
続
く
。
日
々

悩
み
は
尽
き
な
い
が
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。 


